
 

 

 

 

 

２月２日（日）、今年は雪もなく絶好の総会日和となりました。 

午後２時より、吉崎地区・吉崎自治会、平成２６年度通常総会が開催され、来賓として出席された橋本

あわら市長、笹原市議会議長、笹岡県議会議長、山本市議会議員よりご祝辞を頂いた後、議事に移りま

した。平成２５年度事業報告、決算報告、平成２６年度事業計画、予算案などが審議されいずれも原案

通り可決されました。 

また今回、吉崎地区区長会の諮問委員会として発足した「吉崎地区振興政策策定委員会」が吉崎地区

の活性化（観光振興）の方向性を示すためにまとめ上げた吉崎地区振興計画（吉崎地区観光まちづくり

ビジョン）についての報告がなされました。その後、吉崎地区にある各種団体（１２団体）による事業

報告もなされ、吉崎地区の活動状況を垣間見る事ができました。 

当地区においては、少子高齢化が進み、空家も増え過疎化の進行が一段と速度をましています。 

地域が抱える問題も目白押しです。 

この地域に暮らす人たちが「元気と生きがい」を持って暮らし続けることが「地域再生・活性化」の目

標です。 

吉崎地区振興政策策定委員会の意図するところも、そこにあります。 

住みよいまちを創るためにも、住民が意見を出し合い、住民が胸を張って誇れる「吉崎」にするため

には、役員を中心とした住民全体の協力が不可欠です。 

そんな事を考えさせられる「吉崎地区通常総会」でした。 

題字；前衛書家「吉川壽一」先生 
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 『バルーンの花が咲きました！』  
総会会場にバルーンの花が咲きました！ 

今年の会場は、ピンクや赤・黄などのカラフルなバルーンの花が飾られ、

華やかで温かな雰囲気を演出してくれました。 

来場者にとても好評で、懇親会終了後はお持ち帰りいただきすぐにな

くなりました。 

 

 

 

 春日神社の「左義長 」  
１月１９日、正月明けの３週目の日

曜日、毎年恒例の新年最初の行事「左

義長」が、吉崎春日神社境内で行われ

ました。 

小正月に正月飾りや書き初めを燃や

す行事で、その煙に乗って神様が天上

に帰ってゆくとされています。 

春日神社拝殿で神主より五穀豊穣・

無病息災・家内安全など良い年になる

よう祈祷を受けたご神火は、竹に飾り

付けをした綱を四方から張った「左義

長かざり」に氏子総代が点火、正月飾

りや書初めなどを持ち寄り、集まった人たちは勢い良く燃え盛るご伸火の中に投げ入れ、その煙や火の

粉を浴びて１年の無病息災を願いました。 

その火で焼いた餅を食べると無病息災で過ごせるといわれています。 

また、住民らは燃え上がる炎を見つめながら、甘酒やお神酒で暖を取っていました。 

燃え方がよいときは良い年になるとか。 

 『消 防 出 初 式』  
１月１１日（土）午前１１時より吉崎区の区長をお迎えして、消防コミュニティーセンターで、あわ

ら市消防団第３分団による出初式を行いました。 

鹿島の森を背景に北潟湖に向かっての放水で

は、団員はきびきびとした動きで放水し、日頃

の訓練の成果を披露しました。また、無火災、

無災害を願い、非平常時の区別なく地域に密着

して地域の防火防災に目配りを欠かさない、そ

ういう気持ちと行動を身に付けた団員の方々が

近くに居てくれることが大きな安心と信頼です。 

消防団の皆さん、本年も宜しくお願いします。 

バルーンは、会場を華やかにし、子供から大人まで幅広い年

代に楽しんで貰えますね～。 
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 吉崎体協主催ボーリング大会  

 ２月１日（土）、吉崎体協主催のボーリング大会が、

WAVE４０（福井市）で開催されました。 

多くの方にご参加いただき、親睦交流と健康増進を図

ることを目的に実施している大会です。 

今回は体協役員を中心に、大人・子供合わせて２７

名が参加しました。男子の部の優勝は七郎丸 努さん、

女子の部の優勝はみごと二連覇された、湯谷なつきさ

んでした。おめでとうございます！ 

 子供達には全員にお菓子を配り、和気あいあいと親

睦を深め合っていました。ストライクでは歓声が沸き、

ガーターではため息が出て、結果はともかくとても賑やかな楽しい大会になり盛況に終えることが出来

ました。残念ながら、年々参加者が減ってきますが、子供から大人まで、交流のできる数少ない場なの

で、コミュニティの醸成のために続けていっていただきたいイベントです。運営に当たられた体協役員

の皆様、お疲れ様でした。 

 アカリ・イマージュ -Design the Light-（金津創作の森）  
「感じて楽しむ光」をテーマに空間全体で光のア

ートを表現する「アカリ・イマージュ」展が金津

創作の森で開催中です。 

会場は、アート感覚あふれる空間演出や趣向を

凝らした新しいアカリデザインを紹介し個性豊か

なアカリの楽しみ方を提案しています。 

アカリを触って楽しみ感じて楽しむ体験型の作

品から、光と影で不思議な空間を演出した作品な

ど、最新の照明技術を駆使した展示は、子どもか

ら大人まで楽しめる内容となっていました。 

また、１月２５日（土）から始まった「わくわ

くアートスクール作品展」では、あわら市内の小学校４年生と中学校１年生が制作した個性豊かな陶芸

やガラス作品、約５００点が展示されています。 

小学生はアカリ・イマージュ展にちなみ陶器の「明りとり」を制作、ハートや花びらなど思い思いの

形に開けられた穴から漏れる電球の光が優しく会場

を照らし出していました。 

中学生はガラスに模様を描くサンドプラストに挑

戦し、お気に入りのアニメキャラクターや動物の絵

をグラス表面に描きだし見る方たちを「わくわく」

するような雰囲気にさせてくれる作品になっていま

した。 

皆様も、ぜひ足を運んでください。 

なお、招待券が吉崎公民館にありますのでご連絡く

ださい。 
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 まちづくりシンポジウム  次の１０年、そして さらなる未来

 『あわら市おもてなし講演会』  
１月２５日（土）、あわら市・（一社）あわら市観

光協会主催の「あわら市おもてなし講演会」が湯の

まち公民館で開催されました。 

来年の、北陸新幹線金沢開業を見据えて、あわら

市では地域の真心の結集である「おもてなしの心」

を醸成できるガイド育成のため、マイスター検定合

格者や現在、市内で活躍されている５団体へ参加を

呼びかけ行われ、第１部では、「今、甦った戦国城下

跡一乗谷朝倉遺跡とは」と題し、（一社）朝倉氏遺跡

保存会会長・岸田清氏が講演会を行いました。 

第２部では、あわら市内で活動している、市民ガイド５グループによる講習会（発表会）が行われ、

「吉崎語り部の会」では活動を広く知ってもらうため、山津正雄氏（代表）が日頃ご案内している国指

定「吉崎御坊跡」などを紹介しました。 

また、他市民グループからの活動発表もあり、情報共有や連帯強化を図る機会ともなり、市内の観光

地などの魅力を再発見する場づくりともなりました。 

 

   

平成１６年に誕生した、あわら市は３月１日（日）に、満１０年を迎えます。 

市制施行１０周年を記念して、総務省の後援により「まちづくりシンポジウム」を開催します。 

特別講演として、テレビのコメンテーターなどでおなじみの金美齢さんに「日本人の矜恃」と題してご

講演をいただきます。 

また、「合併を検証する～次の１０年、さらなる未来へ～」と題して、あわら市の１０年間の歩みを

振り返りながら合併の成果を検証するとともに、私たちのまちがこれからも自慢できる素晴らしいふる

さとであり続けられるよう、基調講演とパネルディスカッションを通じて参加者全員で考えます。 

あわら市誕生１０周年を市民みんなでお祝いしながら、わたしたちの未来について考え、話し合いま

しょう。  

日時；平成２６年３月１日（土） 

開場；１３：００  開会；１３：３０ 

会場；あわら市文化会館（あわら市舟津第７号６５番地） 

吉崎公民館では、入場整理券をお分しています。 

あわら市制１０周年町づくりシンポジウムには、入場整理券が必要です。

入場を希望する人はご連絡下さい．（先着順） 

 

 

平成２６年度『吉崎語り部の会』会員募集中！ 

吉崎語り部の会では、会員の募集を行っています。 

歴史と文化と伝統が今尚生き続けている地域を広く伝えてゆくために、みなさまのご参加をお待ちして

います。 

お問い合わせ・申込先：あわら市吉崎公民館 ：０７７６－７５－１２０５ 

『吉崎語り部の会』会員募集中！ 
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お寺は仏様にお参りをして法話を聞くところです。御本尊が安置してあるの

で、仏前では「鬼神も恥ずかしくて顔を赤らめ，巳の悪業を責めて、青ざめる」

といいます。吉崎のお寺は東西別院を含めて五ヵ寺あり、ふるさとのお寺めぐ

りもまた楽しい思い出になります。 

蓮如が本願寺第八世になったころは、お東お西の別はなく、本願寺は衰退の

どん底で、堂塔も寛正の法難で破却されていました。そこで蓮如は吉崎の御山

に御坊を建てました。すると、全国各地から多くの寺々が門徒を引き連れて蓮如に帰依したので，真宗

本願寺派は国内最大の教団に発展したのです。 

蓮如の吉崎御坊での布教活動は約４年半でありましたが、その間に御文を７８通も書いて真宗説教の

手引としました。それが現在でも、門徒の間で朝夕、拝読されているのです。蓮如は親鸞の教えを「信

心一つの宗教」と言い切って、神社や諸宗諸佛にこだわることなく大事にし、国法に従い庶民の職業を

大事にしたので真宗は庶民の生活に浸透して「真宗中興の蓮如」と敬愛されているのです。 

 

【吉崎再発見】4７ ～ある人の手紙～ 

 吉崎御坊へ参拝の時は、お山の上の御坊跡と吉崎資料館をぜひご覧ください。吉崎御坊跡は国

指定の史跡で、資料館には蓮如関係の資料を集めた歴史館と自然館があります。歴史館では、ま

ず蓮如上人８４歳の生前の寿影（じゅえい）と６歳の鹿子の御影をよく見て、その由来書きもお

読みください。先日、京都から観光バスで吉崎へ来た女の方が、この御影を見て「上人は幼い頃

から貧乏で法難つづきでご苦労なさったのですね～」と深く感動したようで、それから１０日ほ

ど後に、その女の方からの便りがあって、最後に次のような言葉が書いてありました。 

“私は今度の吉崎参りで、勇気が出るようになりました。今日も霊感業者が来たので、胸の内で

「歸命盡十方無碍光如来（きみょうじんじゅつぽうむげこうにょらい）」と言って、次に「間に

合っています」と玄関払いをしてやりました。 

この方は３歳の時、足に大けがをしたうえに、２年前にガンの手術をしたそうです。 

人の不幸を食い物にする悪徳霊感業者が訪ねて来て、「先祖の墓が欠けたので悪霊がさまよって

いるため」とか、「開運のために高価な多宝塔を買え」とか、「ある神社のお守りを買えば祈って

あげる」というので困っていたそうです。 

蓮如が吉崎のお山に御坊を建てた頃は、応仁の乱のため百姓町民が苦しみ、悪鬼悪霊のたたり

を恐れていた時代でありました。それで蓮如

は親鸞の浄土真宗を大いに広めて「阿弥陀如

来は一切のさわりを無くしてくださるので、

無碍光如来と申すのだ」と教えて、毎日たく

さんの人に、六字の御名号を書いて渡しまし

た。吉崎資料館には蓮如が書いた六字と十字

の御名号があり、そのほか重要なものがたく

さんあります。中には親鸞と同じように４８

本の請願のお光を歸命盡十方無碍光如来と

書いた仏様もあります。 

Ｔｈｅ時代 『吉崎御坊の建立』 吉崎の変遷を辿る 
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【 今 月 の こ と ば 】 「 報恩謝徳」 （ じ ぶ ん の は な ） 
 恩とは、あくまで、返しようのない大きなはたらきであります。 

これを受けている事を感じた時、湧いてくるのは、万分の一も恩返し出来

ていないという嘆きと、それにも拘らず、注がれ続けてきたという喜びの

みであります。親になって初めて、自分の親の苦労や有難さを知った…と、

よく聞きます。二人目の子を授かって、自分の兄弟姉妹の有難さを感じた

…とも聞きます。 

「…今まで、私は支えられてきたんだ…」 

感謝して励めば報われる…という、アテにならない未来の話ではなく、 

～それ以前に、ず っと支えられ続けてきた事…今現在、 

この瞬間の喜びを、報恩謝徳といいます。（挿絵；小坊主つばめ） 

 

  
インフルエンザが今年も流行の拡大が予想されています。 

インフルエンザと風邪の症状はよく似ていますが、主な症状がのどや鼻

に出る「かぜ」に対し、インフルエンザは突然の高熱から、頭痛や関節

痛などの全身症状が強く現れるのが特徴です。 

通常は１週間程度で落ち着きますが、抵抗力の弱い高齢者や幼小児な

どは、合併症を併発し、最悪の場合は死亡することもありますので注意

が必要です。 

感染予防のポイントとしては、外出時のマスクの着用、外出後の手洗

い、うがいなどの励行、人ごみはインフルエンザの温床なので、なるべく繁華街などへの外出は控える、

適度な室温（２０～２２度）と湿度（５０～６０％）を保つことです。 

また、体力や抵抗力があれば、インフルエンザにはかかりにくくなりますので、十分な睡眠と休養バ

ランスのとれた食事や健康的な生活習慣を心がけて下さい。 

 

 

 

３B体操無料体験教室を、開催いたします。 

ぜひ、この機会にご家族揃ってご参加ください！ 

日時：３月１３日（木） １７：３０～ 

会場：吉崎公民館 

３B体操とは、ボール、ベル、ベルターの用具を運動の

助けとして使用しながら、全ての動きを音楽に合わせて集

団で行う健康体操です。 

若さを維持するためのストレッチ（伸展運動）、生活習

慣病を予防するために特に大切な全身持久力を高める運動、

基礎体力を維持するための筋力運動、心身をリラックスさ

せる遊びの運動などを組み合わせ、年齢・体力・対象者に合わせてアレンジいたします。 

子どもから大人までどなたでも楽しめる内容となっています。 

要注意！ 『インフルエンザ』が流行しています！  

『 ３ B 体 操 教 室 』 無 料 体 験 開 催 し ま す ！ 
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こんにちは、吉崎駐在所の宮越です。 

平素は、警察行政各般にわたり多大なご理解・ご協力を賜り感謝申し上

げます。 

（緊急告知） 

1.加賀市内で警察官や銀行員を騙る振り         

込め詐欺が発生しました。 

～１月２８日に加賀市・小松市で２０件発生（うち１件既遂）～ 

１月２８日に、石川県加賀市・小松市内で、振り込め詐欺電話が２０数

件発生し、加賀市内では詐欺の被害が１件発生しています。 

手口は、電話で警察官と名乗り、 

「詐欺グループの持っていた名簿にあなたの名前や口座番号があった。」 

「あなたの個人情報が漏れて、口座が悪用される恐れがある。」 

等と被害者を騙し、現金を準備させた後、被害者宅に銀行員と名乗る者

が現金を受け取りに来るといったものです。 

吉崎駐在所管内は、加賀市と隣接しており、国道３０５号線が走って交通の便が良くなっていますの

で、今後管内にも入ってくる可能性があり、十分警戒が必要です。 

なお、皆様へのご連絡は吉崎駐在所の宮越が担当者として直接行っています。駐在所またはあわら警察

署以外の場合は「不審電話」の可能性があります。 

万が一、不審な電話があった場合には、振り込め詐欺ではないかと疑い、あわら警察署または吉崎駐

在所まで至急ご連絡ください。（連絡先 あわら警察署 ：７３－０１１０） 

 

 

 

2.凍結・降雪による重大交通事故にご注意を（特に夕

方は「魔の時間」） 

今年は、雪が少なく、この期間としては比較的車が走行

しやすい気候となっています。しかし、例年冬期間は、

凍結や降雪が原因の重大交通事故が発生しやすい時期

となっており、痛ましい死亡事故や重傷事故が相次いで

発生する時期です。 

特に、今年は雪が無い分、油断をしがちなのが「路面凍

結」によるスリップ事故です。雪は少ないですが気温が

低く、なまじにスピードが出やすいため、今年はスリップに注意が必要と言えます。 

１月初句に、高齢者交通死亡事故多発警報が発令されました。夕方の帰宅時間はまだ暗く、夕方の薄

暮時は死亡事故が集中して発生する「魔の時間」ですので、高齢者の皆様も、大切なお体を守るため明

るい服装や反射材の着用をお願い致します。ご自身の身を守るためのものですから習慣付けをされると

良いかと思います。 

反射材は、警察にもございますので、御用の際は上記の連絡先または吉崎駐在所までお問い合わせくだ

さい。 

『駐在さん、だぁ～い好き！』  －その２０－ 
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吉崎公民館だより 

Yoshizaki Kouminkan 
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【よこのヒント】 

② ；蓮如さんは６字のご名号を、当時のお
金８００文で売っていたと言われてい

ます。さて、６字名号のお題目とは？ 

③ ；寒い季節、自動車を始動させて、乗る
時前までは、○○運転をお薦めします。

エンジン等の各部の温度をある程度ま

で上昇させることによって、燃費も良く

なりますよ。  

④ ；身につける事。「晴れ着を身に○○」 
⑤ ；思う事が言葉によらず、互いの心から
心に伝わること。？ 

⑥ ；病気の一つで、胃酸の過剰分泌が主因
であり、痛みや胸やけなどを訴え、重症

になれば吐血や下血を起こすことがあ

る病気。 

⑦ ；預金と貯金。 
⑧ ；武術や競技などで勝負を争う事。 
⑫ ；庭園などに植えてある木。 

【たてのヒント】 

① ；あの子すごく痩せたねぇ。食事の量も減らして運動して、
いろんなエクセサイズして、本当に○○努力をしたから

ね。 

⑤ ；ふるさとを愛する心 
⑨ ；♪のびたかげを 舗道にならべ 夕闇の中を 君と歩い
てる♪(^^♪冬の定番のこの曲「雪の華」（ゆきのはな）は

２００３年の大ヒット曲。これを唄った歌手は、中島○○ 

⑩ ；なまめかしいこと。「和服を着たあの子の○○姿、心惹
かれちゃいますね。」 

⑪ ；奈良興福寺の門跡で、明治維新の時に廃院となりました
が、蓮如さんが吉崎に来られるきっかけとなったのは、こ

の門跡であった経覚が本願寺の姻戚関係だったからです。

当時の吉崎は奈良興福寺の荘園でした。 

⑬ ；ブトとかブユとかとも呼ぶ虫。人畜を吸血し、刺される
と発赤し、非情にかゆい。 

⑭ ；神・仏などすぐれた者に服従し、すがること。「仏道に
○○する」などと使います。 

⑮ ；郵便・電信・電話など通信を媒介する機関のこと。 

【ふるさとクロスワード】 

＊答えの解った方は、公民館まで連絡して下さ

い。正解者には、年度末に素敵な賞品が当たる

抽選券を差し上げます。（〆切は平成２６年３月１

0日）先月号の回答は「」で、Ａの「初詣」

でした。先月号の問題の中で、ヨコの番号が

間違っていました。お詫びいたします 

 

パズルの中のAからEの5文字を並び

替えて組み合わせ、ある言葉にして下さ

い。その言葉と一番関係の深いものは、下

の３つのうちの何でしょうか。 

 ( Ａ；江戸、Ｂ；パリ、Ｃ；ロンドン ) 

今月の問題 

２月１６日（日） 吉崎青壮年団総会 

２月２３日（日） 吉崎地区各種団体連絡協議会 

３月 １日（土） 「思い出の会」１３：００～（於 幼稚園教室） 

３月１３日（木） 「３B体操無料講習買い」１９：３０～ 

３月１３日（木） 介護予防教室 １３：００～  

３月１４日（金） 吉崎小学校卒業式（於 吉崎小学校） 


